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問題と目的

2020年度の高等学校における不登校児童生徒は

43,051人であり，昨年に比べて減少したものの，

４万人を超えている（文部科学省初等中等教育局

児童生徒課,2021）。文部科学省によると，不登

校児童生徒とは，「何らかの心理的，情緒的，身

体的あるいは社会的要因・背景により，登校しな

いあるいはしたくともできない状況にあるために

年間30日以上欠席した者のうち，病気や経済的な

理由による者を除いたもの」と定義されている。

しかし，この不登校児童生徒の定義に該当しない

者全員が，抵抗なく登校しているとは限らない。

森田（1991）は登校回避感情はあるが「それで

も，一度も休んだことはない」と回答するような，

不登校ではなくても我慢して登校している潜在群

の存在を明らかにしている。登校回避感情とは，

「不登校でなくても，学校に行きたくないと思う

気持ち」のことである。加えて，中学２年生を対

象として，先述した潜在群，登校回避感情はある

が「遅刻や早退をしたことがあるが休まなかった」

と回答した者を遅刻群，「休んだことがある」あ

るいは「遅刻や早退をしたこともあるし，休んだ

こともある」と回答した者を欠席群とし，登校回

避感情のない出席群の４群の割合について調査し

た。その結果，潜在群が42.0％，遅刻群は8.0％，

欠席群は17.1％，そして登校回避感情がない出席

群が27.0％であった。このように，登校回避感情

を抱いている生徒は過半数を上回っていることか

ら，登校回避感情は多くの生徒が抱える感情であ

るといえる。そして，不登校に陥っている生徒は

登校回避感情を持った経験がある上に，不登校の

状態が深刻になっている者ほど，登校回避感情を

持つ頻度が高かったと述べている（森田,1991）。

以上のことより，不登校に関係があると考えられ

る登校回避感情に着目し，登校回避感情の関連要

因を検討することが，結果として不登校の予防や

緩和に繋がると考えられる。

渡辺・小石（2000）は，登校回避感情尺度を作

成し，登校回避感情を学校への反発感傾向，友人
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要旨

本研究の目的は，評価懸念と友人からのソーシャルサポート満足度（以下友人サポート）によって，登校回避感

情がどのように変化するのかを検討することであった。さらに，登校回避感情の下位因子である「対人孤立感傾向」

と「学校嫌悪感傾向」それぞれが，評価懸念と友人サポートによってどのように変化するのかを検討した。高校生

235名を対象に質問紙調査を行った。結果から，評価懸念は友人サポートに影響しないが，それぞれが独立して登

校回避感情に影響することが明らかになった。具体的には，評価懸念は登校回避感情を高め，友人サポートは登校

回避感情を低めることが分かった。同様の結果が「対人孤立感傾向」と「学校嫌悪感傾向」においても得られた。

以上のことから，友人サポートが周囲と同程度得られていても，評価懸念が高い場合は登校回避感情を抱いている

ことが明らかになった。つまり，周囲からも友人サポートが得られるような交友関係を築いているように見えてい

ても，本人は登校回避感情を抱いているような潜在群の存在が示唆された。

キー・ワード：不登校，学校，友人，評価懸念

評価懸念が及ぼす登校回避感情への影響

― 友人からのソーシャルサポート満足度に着目して ―
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関係における孤立感傾向，登校嫌悪感傾向の３因

子に分けた。学校への反発感傾向とは，授業，教

師を含め，学校に対する反抗的な感情を指す。友

人関係における孤立感傾向とは，友達が少なく，

友人関係に対して肯定的な価値を見出していない

ことを指す。そして登校嫌悪感傾向とは，登校に

対しての否定的な姿勢や学校にいる時の不快感を

指す。この尺度を用いて，登校回避感情は様々な

研究がされている。高校生を対象に研究した有賀

（2013）は，登校回避感情と様々な関連要因を検

討した。その結果，登校回避感情と対人恐怖心性

の間に中程度の正の相関があり，自尊感情と社会

的スキルとの間に弱い負の相関があることを示し

た。加えて，登校回避感情の各因子ごとの関連要

因も明らかにしている。具体的には，学校への反

発感傾向は，対人恐怖心性や喫煙経験，担任から

のサポート，学業場面における非適応感が強く関

連していた。友人関係における孤立感傾向は，対

人恐怖心性や学校内の友人からのサポートと強く

関連していた。そして，登校嫌悪感傾向は，対人

恐怖心性や不定愁訴，学業場面における不適応感，

学校内の友人からのサポートと強く関連していた。

このように，登校回避感情は学業場面における不

適応感や自尊感情などの様々な要因と関連してお

り，中でも対人恐怖心性は登校回避感情のどの因

子においても関連していることが分かる。つまり，

対人恐怖心性が高いほど，登校回避感情は高くな

り，そこには密接な関係があるといえる。

また，登校回避感情は先述した有賀（2013）の

研究でも実施されているように，ソーシャルサポー

トとの関連についての研究が多くなされている

（渡辺・小石,2000；陳・島,2019）。ソーシャル

サポートとは，「ある人を取り巻く身近な人々か

らなされる有形・無形の援助のこと」であり，ソー

シャルサポートを多く受けられる人ほどストレス

の悪影響を受けにくく，心身の健康状態が良いこ

とが明らかにされている（嶋,1994）。渡辺・小

石（2000）は，中学生を対象にして，登校回避感

情と父親，母親，きょうだい，先生，友だちから

のソーシャルサポートとの関連について研究した。

その結果，学校への反発感傾向は，５つのサポー

ト資源全てに対する満足度と有意な負の相関があっ

た。友人関係における孤立感傾向は，友達，母親，

きょうだい，友だちサポートへの満足度と負の相

関があった。登校嫌悪感傾向は，父親，友だちサ

ポートへの満足感と有意な負の相関があった。こ

れらの結果より，どの因子においても負の相関が

みられたものは友だちサポートへの満足度である

ことが分かる。つまり，友人からのソーシャルサ

ポートに満足している人ほど登校回避感情が低く

なるといえる。この結果は，陳・島（2019）や有

賀（2000）でもみられる。このように，登校回避

感情を低める要因として，友人からのソーシャル

サポートの重要性が示唆されている。

しかし，どのような人が友人からのソーシャル

サポートを十分に受けることが出来ず，登校回避

感情を抱いているのかがこれまでの研究では明ら

かになっていない。そこで本研究は，友人からの

ソーシャルサポートを十分に受けることが出来な

い要因として，評価懸念に注目する。評価懸念と

は，「他者からの否定的な評価に対する心配や，

否定的に評価されるのではないかという予測に対

する心配」と定義される概念である（Watson,

Friend,1969）。宮前（2012）によると，評価懸

念が高い生徒は，他の生徒と比較して友人を傷つ

けないように気を遣っていることが示された。加

えて，身近な級友に相談することが他の生徒に比

べて少ないことも明らかになっている。つまり，

評価懸念が高い人は，友人に対して気を遣うため

に消極的な行動をするといえる。そして，評価懸

念が高い人ほど友人への援助要請に回避的で，不

適応が高い可能性も示唆されている（長谷川ら,

2020）。また，評価懸念は仲間との相互作用を妨

げ，学級の中での孤立や仲間からの拒絶を導くた

め，10代での評価懸念の高さが将来の対人関係に

おける不適応を予測する（Warren& Good&

Velten,1984山本・田上,2002より引用）。これ

らのことから，評価懸念が高いことで非適応的な

側面があるといえる。以上のことから，評価懸念

が高い人は，周囲に相談したり援助を求めたりす

ることが出来ない可能性があるため，親しい友人

がいるからといってサポート資源が確保されてい

るとは限らない。これらのことから，登校回避感

情を低める要因として考えられる友人からのソー
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シャルサポートは，評価懸念の高さによって変化

すると考えられる。

以上のことより，本研究は，評価懸念と友人か

らのソーシャルサポート満足度（以下友人サポー

ト）によって，登校回避感情がどのように変化す

るのか検討することを目的とする。そして，山本

（2007）の教師の視点からみた研究によると，評

価懸念は小学生の段階ではある程度客観的に把握

することができるが，高校生へと年齢が上昇する

に従って徐々に捉えにくいものになっていくこと

が明らかにされている。つまり，高校生は周りに

評価懸念の高さを認識されにくい。そのため，本

研究では高校生を対象にすることで，人知れず高

い評価懸念を抱えているような潜在群を多く対象

にすることが出来ると考えられる。そのため，本

研究では調査対象を高校生とする。

本研究の仮説として，評価懸念が高い人は友人

からのサポート資源が確保されていない可能性が

あることから，評価懸念が高い人ほど友人サポー

トが低いと予測する（仮説１）。また，登校回避

感情や登校回避感情の３因子全てと関連があった

対人恐怖心性（有賀,2013）は，自己愛との関連

が明らかにされており，中でも自己愛の１種であ

る過敏型自己愛は，対人恐怖心性に大きく影響を

及ぼすことが明らかにされている（清水,2002）。

過敏型自己愛とは，「周囲に対して過剰に気にか

ける自己愛者」のことであり，他者からの評価に

過敏である（清水・海塚,2002）。つまり，他者

からの評価に過敏である自己愛者であるというこ

とが，対人恐怖心性に大きく影響を及ぼしている

といえる。過敏型自己愛は，他者からの評価を気

にするという点で，評価懸念と類似性があると考

えられる。そのため，評価懸念が高い人も，過敏

型自己愛者と同様に対人恐怖心性が高く，登校回

避感情が高いのではないか。そして，友人サポー

トにおいては，友人からのソーシャルサポートを

満足に受けることが登校回避感情の低下に繋がる

ことが明らかにされている（有賀,2013；陳・島,

2019；渡辺・小石,2000）。以上のことより，評

価懸念が高く，友人サポートが低い人ほど，登校

回避感情が高いと予測する（仮説２）。

方 法

調査参加者

愛知県のＡ高等学校２年生235名（女性141名，

男性90名，その他４名，平均16.25歳,SD＝0.45）

が調査に参加した。

測定内容

フェイス項目 学年，年齢，性別を尋ねた。

登校回避感情 登校回避感情の測定には，渡辺・

小石（2000）の登校回避感情測定尺度を使用した。

この尺度は，３因子（学校への反発感傾向，友人

関係における孤立感傾向，登校嫌悪感傾向）の計

26項目によって構成されており，「全然あてはま

らない（１）」から「あてはまる（５）」の５件法

で回答を求めた。

評価懸念 評価懸念の測定には，山本・田上

（2001a）の評価懸念尺度を用いた。この尺度は，

10項目から構成されており，「全然あてはまらな

い（１）」から「あてはまる（５）」の５件法で回

答を求めた。

友人からのソーシャルサポート満足度 友人サ

ポートの測定には，渡辺・小石（2000）のソーシャ

ル・サポート満足度測定尺度を用いた。この尺度

は12項目から構成されており，「全然満足してい

ない（１）」から「非常に満足している（５）」の

５件法で回答を求めた。

手続き

Ａ高校に調査依頼をし，倫理的な面での協議を

重ねた上で調査の許可を得た。そして高校２年生

の６クラスの授業にて，学年主任が調査を実施し

た。各クラスで教示に差が出ることを防ぐために，

学年主任にはシナリオを渡して調査を行った。具

体的には，（ａ）アンケートへの回答を拒否・中

止することができる，（ｂ）個人情報の管理の徹

底，（ｃ）ありのままの回答をするなどについて

書かれた表紙を各自で読んだ上で，同意するもし

くは同意しないにチェックを付けた。全員がチェッ

クを付けたことを確認した後，学年主任によって，

「回答後はアンケートを三つ折りにし，茶封筒に

入れて封をする」ことが説明された。その際，茶
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封筒には予めデブリーフィング用紙が入っており，

各自が持ち帰ることにした。以上の教示をした後

にアンケートに回答してもらった。調査時期は

2021年７月であり，所要時間は約10分であった。

分析対象者

アンケートについて「同意しない」と回答した

者，数字に２つ以上の丸がつけていた者，アンケー

トに不備があった者をデータから除外し，227名

（女性137名，男性86名，その他４名，平均16.26

歳，SD＝.457）のデータを分析に使用した。

結 果

登校回避感情の因子分析について

登校回避感情の26項目に対して固有値を求めた
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1 2
1

13. .64 -.03 .39
8. -.63 .12 .33
6. -.58 .10 .28

19. .53 .29 .55
18. -.53 -.14 .38

9. .51 .04 .28
10. -.50 -.16 .36
21. -.48 .04 .21
25. 1 .47 .12 .30
24. .44 -.15 .14
26. -.44 .02 .19
11. -.44 -.21 .34

2
23. -.21 1.01 .81

7. -.17 .95 .75
16. .22 .53 .47
17. .02 .42 .18

2. .34 .39 .42

2 .56

3.
20.
22.

1.
14.
15.
12.

5.

4.

Table1
「登校回避感情」尺度の因子分析結果（最尤法・プロマックス回転）
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ところ，固有値の減衰状況からは３因子解が示唆

された。しかし，３因子を指定して因子分析（最

尤法・プロマックス回転）を行った結果，逆転項

目と逆転項目ではない項目が反転した因子が生ま

れてしまうという問題が生じた。そこで，２因子

を指定して因子分析（最尤法・プロマックス回転）

を行ったところ，そのような問題が生じなかった

ため，本研究では２因子解を採用することとした。

26項目のうち因子負荷量が.40以下の項目と，２

つの因子への負荷量が.35以上ある項目を削除基

準とし，基準に該当した計９項目を除外して再度

因子分析を行った（Table1）。全ての項目がい

ずれかの１つの因子に対して高い因子負荷を示し

た。回転前の２因子での累積寄与率は37.42％で

あった。

第１因子には，「仲の良い友人グループを持っ

ていない」や「学校の先生に対して親しみを感じ

る」等，友人や先生，学校についてなど，主に対

人場面で想定される項目が含まれることから，

「対人孤立感傾向」因子と命名した。第２因子に

は，「学校を休みたい気持ちになる」や「学校さ

えなかったら，毎日が楽しいだろうと思う」など，

学校に対して嫌悪感を示すことが想定される項目

から構成されるため，「学校嫌悪感傾向」因子と

命名した。

各尺度の記述統計

次に，登校回避感情，登校回避感情の下位尺度

である対人孤立感傾向と学校嫌悪感傾向，そして

評価懸念，友人サポートについて，逆転項目を処

理した。そして，各尺度の信頼性を検討した

（Table2）。その結果，全ての尺度のα係数が.80

を超えており，内的整合性は十分であった。それ

ぞれの平均値，標準偏差，最大値，最小値を

Table2に示す。

各尺度間の相関

登校回避感情と，登校回避感情の下位尺度であ

る対人孤立感傾向，学校嫌悪感傾向，そして評価

懸念，友人サポートとの相関係数を産出した。結
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α M SD Max Min
0.87 2.14 0.57 3.94 1.00

0.83 2.05 0.55 3.75 1.00

0.81 2.36 0.87 4.80 1.00

0.90 3.34 0.94 5.00 1.00
0.96 4.07 0.78 5.00 1.00

Table2
各尺度の平均値，標準偏差，信頼性

.93 **

.83 ** .56 **

.36 ** .30 ** .35 **

-.63 ** -.68 ** -.38 ** -.12
*** p  < .001. ** p  < .01.

Table3
変数間の相関係数
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果はTable3の通りであった。

評価懸念と友人サポート間の検討

評価懸念が友人サポートに与える影響を検討す

るため，友人サポートを従属変数，評価懸念を独立

変数とする回帰分析を行った（Table4，Figure1）。

その結果，有意な関連は認められなかった。

登校回避感情と評価懸念・友人サポートについて

の検討

登校回避感情の規定因を検討するために，登校

回避感情を従属変数，評価懸念と友人サポートを

独立変数とする重回帰分析を行った。その結果を

Table5，Figure2に示した。自由度調節済み決

定係数は.480であり，評価懸念と友人サポートに

よって，登校回避感情の成分の48.0％を説明して

いた。相関分析の結果と同様に，評価懸念は登校

回避感情と有意な正の関連を示した。一方，友人

サポートは，登校回避感情と有意な負の関連を示

した。したがって，評価懸念が高いほど登校回避

感情が高いこと，友人サポートが高いほど登校回

避感情が低いことが示された。

次に，対人孤立感傾向の規定因を検討するため

に，対人孤立感傾向を従属変数，評価懸念と友人

サポートを独立変数とする重回帰分析を行った。

その結果をTable6，Figure3に示した。自由度

調節済み決定係数は.509であり，評価懸念と友人

サポートによって，対人孤立感傾向の成分の50.9

％を説明していた。相関分析の結果と同様に，評

価懸念は対人孤立感傾向と有意な正の関連を示し

た。一方，友人サポートは，対人孤立感傾向と有

意な負の関連を示した。したがって，評価懸念が

高いほど対人孤立感傾向が高いこと，友人サポー

トが高いほど対人孤立感傾向が低いことが示され

た。

最後に，学校嫌悪感傾向の規定因を検討するた

めに，学校嫌悪感傾向を従属変数，評価懸念と友

人サポートを独立変数とする重回帰分析を行った。

その結果をTable7，Figure4に示した。自由度

調節済み決定係数は.236であり，評価懸念と友人

サポートによって，学校嫌悪感傾向の成分の23.6

％を説明していた。相関分析の結果と同様に，評

価懸念は学校嫌悪感傾向と有意な正の関連を示し

た。一方，友人サポートは，登校回避感情と有意

な負の関連を示した。したがって，評価懸念が高

いほど学校嫌悪感傾向が高いこと，友人サポート

が高いほど学校嫌悪感傾向が低いことが示された。
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Figure2.登校回避感情を従属変数，評価懸念と
友人サポートを独立変数とする重回帰分析の結果。

Figure3.対人孤立感傾向を従属変数，評価懸念と
友人サポートを独立変数とする重回帰分析の結果。

Figure4.学校嫌悪感傾向を従属変数評価懸念と
友人サポートを独立変数とする重回帰分析の結果。

Figure1.友人サポートを従属変数，評価懸念を
独立変数とした回帰分析の結果。
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考 察

本研究は，評価懸念と友人サポートによって，

登校回避感情がどのように変化するのかを検討す

ることを目的とした。さらに，登校回避感情の下

位尺度である対人孤立感傾向と学校嫌悪感傾向そ

れぞれが，評価懸念と友人サポートによってどの

ように変化するのかを検討した。

評価懸念と友人サポートについて

本研究の仮説として，評価懸念が高い人ほど友

人サポートが低いと予測した（仮説１）。研究の

結果，仮説１は支持されなかった。仮説１が支持

されなかった理由として，評価懸念の高さによる

配慮行動が関係していると考えられる。上瀧・重

橋（2016）によると評価懸念が高い人は，自分志

向だけでなく，他者志向的な配慮によって発言が

抑制されることが明らかになっている。加えて，

山本・田上（2001）は，評価懸念の高さが他者配

慮的な行動に結びつくとすれば，それはある程度

環境によって重んじられる特性であるかもしれな

いと述べている。つまり，評価懸念が高い人は，
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0.05 - 0.21  0.01 - .12
R 2 = .243***
adj. R 2 = .236

95%

*** p  < .001. ** p  < .01.

-0.10

Table4
友人サポートを従属変数，評価懸念を独立変数とした回帰分析の結果

0.18 *** 0.03  0.12  0.12  .29
-0.44 *** 0.04 -0.51 - 0.37 -.60

R 2 = .484**
adj. R 2 = .480

*** p  < .001. ** p  < .01.

95%

Table5
登校回避感情を従属変数，評価懸念と友人サポートを独立変数とする重回帰分析の結果

0.13 *** 0.03  0.08  0.18  .22
-0.47 *** 0.03 -0.53 - 0.40 -.66

R 2 = .513***
adj. R 2 = .509

95%

*** p  < .001. ** p  < .01.

Table6
対人孤立感傾向を従属変数，評価懸念と友人サポートを独立変数とする重回帰分析の結果
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他者に配慮した行動をすると考えられる。渡辺

（2010）は，友人関係における行動と適応との関

係を調査した。その結果，友人関係における配慮

行動が高いほど雰囲気の維持を行うことが多く，

対人劣等頻度や対人葛藤頻度が高かった。つまり，

他者に配慮した行動を取ることが，雰囲気を維持

することに繋がると考えられる。そして，井邑・

高田・塚脇（2012）の断り方についての研究によ

ると，謝罪群と直接的断り・他者配慮的断り群は，

他の群に比べてポジティブ感情や友人サポート得

点が高いことが明らかになっている。つまり，他

者への配慮を示すことによって，断られた相手は

嫌な感情を抱かず良好な関係を保つことができる

上に，自分自身が困った時にもサポートを得やす

くなると考えられる。すなわち，他者に配慮した

行動が関係の維持に繋がるだけでなく，関係が維

持されたことによってサポートも得られる可能性

が示唆されている。以上のことより，評価懸念が

高く周囲に援助要請が出来なくても（長谷川・高

橋,2020），周囲と関わる際に配慮が生じたこと

により，自然と他者からのサポートを得ることが

出来たと考えられる。よって，評価懸念が高い人

ほど友人サポートが低くなるという仮説１は支持

されなかったのであろう。

登校回避感情の因子について

本研究では，登校回避感情尺度において，因子

分析によって２因子解が採用された。渡辺・小石

（2000）は，登校回避感情尺度を作成する際に

「学校適応」，「友人志向」，「登校回避傾向」とい

う３つの視点で登校回避感情を捉えようと意図し

たことから３因子解を採用していた。しかし，本

研究の因子分析では，「学校適応」と「友人志向」

と捉えられるものが主に１つの因子にある上に，

友人だけでなく，学校や教師など，対人場面を想

定する項目が多いことから，それらをまとめて対

人孤立感傾向と命名した。そして，もう１つの因

子は，登校回避傾向と捉えられる因子である上に，

学校に対する嫌悪感が強かったため，学校嫌悪感

傾向と命名した。

林田・黒田（2018）によると，学校適応感にお

ける「居心地の良さ」と「被信頼感・受容」は，

教師との関係および友人関係への満足感と正の関

連があることが明らかにされている。つまり，教

師や友人関係への満足感が高いほど，学校での居

心地が良く，信頼感や受容を感じられるといえる。

加えて，親子関係が不安定なまま育った生徒であっ

ても，学校内の対人関係に満足していることが補

償的に働き，学校適応感が高められる反面，学校

内の対人関係に満足できていない場合は，親への

愛着の良好に関わらず高い学校適応感が得られに

くいことが示唆された（林田・黒田,2018）。こ

れらのことから，学校適応において，対人関係が

大きく関わっているといえる。このように，登校

回避感情尺度が作成された2000年から約20年経過

したことで，学校生活における教師や友人関係の

重要性が増加し，それらの関係と学校適応が隣り

合わせの関係になった可能性があると考えられる。

よって，「学校適応」と「友人志向」が１つの因

子の中に含まれたのであろう。

登校回避感情と評価懸念・友人サポートについて

本研究の仮説として，評価懸念が高く，友人サ

ポートが低い人ほど，登校回避感情が高いと予測

した（仮説２）。調査の結果，仮説２は支持され

た。仮説２が支持されたことは，友人サポートに

おいては先行研究と一致する結果であった（有賀,

2013；陳・島,2019；渡辺・小石,2000）。評価

懸念においても，普段は明るく適応的に行動して

いた生徒がいきなり不登校になった際の原因とし

て示唆されていた評価懸念の高さ（宮前,2012）

が，本研究によって明らかにされたといえる。そ

して，登校回避感情の下位尺度である学校嫌悪感

傾向と対人孤立感傾向においても，仮説２と同様

に，評価懸念が登校回避感情に正の影響，友人サ

ポートが登校回避感情に負の影響を及ぼすことが

明らかとなった。

仮説２が支持された上に，登校回避感情の下位

尺度の学校嫌悪感傾向でも同等の結果が得られた

理由として考えられるものを以下に記す。まず，

評価懸念においては，評価懸念が高いことによる

自己の捉え方と，評価を受けるという学校現場の

特徴が関係していると考えられる。上瀧・重橋

（2016）によると，評価懸念が高い人ほど理想自
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己と現実自己にずれがあることが明らかにされて

おり，高い理想自己を有しているといえる。つま

り，評価懸念が高い人は，他者からの否定的な評

価に不安がある（Watson& Friend,1969）た

め，現実よりも高い理想を抱いている。そして，

理想自己と現実自己のずれは「失望・不満」「恥・

ばつの悪さ」のようなネガティブな感情を生み出

す（榎本,1998）上に，自尊感情および自己評価

の低下を引き起こすこと（遠藤,1992；水間,

1998）が示された。このように，理想自己と現実

自己のずれがあることによって，ネガティブな感

情を生み出したり，自尊心や自己評価を低下させ

たりしてしまう。加えて，大塚・網谷（2011）に

よると，理想自己と現実自己のずれが大きい方が，

学校嫌い感情が高い傾向があることが明らかにさ

れている。そして，大塚・網谷（2011）は，個人

の能力や言動などに対して何かしらの評価を受け

る学校へ通うということは，理想自己の確立へ向

けて努力している途中での評価を受けることを意

味しており，理想の自分とはかけ離れた評価を受

ける恐れがあり，それにより学校ぎらい感情を高

めるのだろうと述べている。以上のことから，評

価懸念が高いことで他者からの否定的な評価を恐

れて理想自己が高まり，それによって現実自己と

のずれが生まれることで，ネガティブな感情が生

み出されたりマイナスな評価をしたりしてしまう。

その中で，学校で理想自己からかけ離れた現実的

な評価を受けた結果，学校ぎらい感情が高まり，

登校回避感情における学校嫌悪感を抱えてしまう

のではないだろうか。

次に，友人サポートにおいては，ソーシャルサ

ポートがストレスの対処に関係していることが理

由として挙げられる。ソーシャルサポートにおい

て，高校生は，主に友人をサポート源にすること

が明らかにされている（渡辺・蒲田,1999）。そ

して，菊島（1997）によって，不登校・不登校傾

向群は，一般群に比べてソーシャルサポートを受

けることができると感じている者が少ないことが

示された。加えて，ソーシャルサポートの存在に

よって，遭遇した出来事のストレス度が低く評価

され，不登校傾向が予防される働きと，強いスト

レスを受けてしまった場合でも，ソーシャルサポー

トが衝撃度を緩和することで不登校傾向に陥るこ

とを抑制する働きという２通りの有効性も示唆し

ている。つまり，ソーシャルサポートは学校場面

における様々なストレスを緩和する役割を果たす

と考えられる。また，ソーシャルサポートが学校

肯定感に正の影響を及ぼすことも明らかになって

いる（大対,2011）。そのため，そのような効果

のあるソーシャルサポート（友人サポート）を受

けることが出来ない場合は，学校場面におけるス

トレスを抱えた場合，そのストレスを減少させる

ことが出来ずに募らせてしまうために学校への肯

定感が低下し，登校回避感情における学校嫌悪感

を抱えてしまうのではないだろうか。

そして，仮説２が支持された上に，登校回避感

情の下位尺度である対人孤立感傾向でも同等の結

果が得られた理由を以下に記す。まず，評価懸念

においては，評価懸念が葛藤と関係していること

が理由として考えられる。中島・五十嵐（2012）

は，評価懸念が高いと葛藤も強くなることを示し

た。加えて，山本・田上（2003）は葛藤を生じる

ような対人関係は評価懸念を高めるきっかけにな

ることを明らかにしている。つまり，評価懸念と

対人関係などの葛藤は，それらを高め合うという

形での関連があると考えられる。そして，先述し

た通り，評価懸念が高い人は他者に配慮した行動

をする（上瀧・重橋,2016；山本・田上,2001）。

配慮行動において，先述した通り，友人関係にお

ける配慮行動が高いほど雰囲気の維持を行うこと

が多く，対人劣等頻度や対人葛藤頻度が高いこと

が明らかにされている（渡辺,2010）。つまり，

評価懸念と対人関係などの葛藤が関連する背景に

は，配慮行動が関係していると考えられる。配慮

行動において，渡辺（2009）によると，他者に対

する配慮が過剰になることで自己表現が阻害され，

精神的適応が低下する可能性が示唆されている。

王暁（2017）によると，友人に対する評価懸念は，

過剰適応に影響を与えることが示された。過剰適

応の外的側面として他者配慮が挙げられるため

（石津,2006），評価懸念が高い人は他者に対する

配慮も過剰になる可能性があると考えられる。以

上のことより，評価懸念が高いことで配慮行動が

生じ，対人関係における葛藤が高まる上に，配慮
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行動が過剰になり，精神的な適応も低下すること

で，登校回避感情における対人孤立感を抱いたと

考えられる。

次に，友人サポートにおいては，友人との付き

合い方や孤立感が関係していると考えられる。和

田（1992）によると，ソーシャルサポートは孤独

感と強く関連し，中でも友人からの情緒的サポー

トが負の関連という形で最も関連することが明ら

かにされている。つまり，友人サポートが得られ

ない人ほど，孤独感を抱いてしまうといえる。こ

のように，友人サポートが得られないために孤独

感を抱き，登校回避感情における対人孤立感を抱

いたと考えられる。一方で，友人関係の分類にお

いて，友人との関わりを避けるような友人関係回

避群は，援助要請にも回避的であり，ソーシャル

サポート受容が低い上に，他の群に比べて学校に

対して居心地の良さを感じられていないことが示

された（永井,2016）。友人関係回避群は，関わ

りを避けるという点で対人孤立感傾向の側面があ

るといえる。そのため，そもそも対人孤立感を抱い

ており，他者との関わりを避けていたために，友人

サポートが得られなかった可能性も考えられる。

今後の課題

本研究は，評価懸念と友人サポートによって，

登校回避感情がどのように変化するのかを検討す

ることを目的とした。調査の結果，評価懸念の高

低によって友人サポートは変化しないが，評価懸

念と友人サポートは登校回避感情にそれぞれ影響

を及ぼしていることが明らかにされた。つまり，

友人サポートが周囲と同程度得られていても，評

価懸念が高い場合は登校回避感情を抱いていると

いえる。すなわち，周囲からも友人サポートが得

られるような交友関係を築いているように見えて

いても，本人は登校回避感情を抱いているような

潜在群の存在が示唆された。このように，一見適

応的に見える生徒であっても，実際は評価懸念が

高かったり，登校回避感情を抱いていたりする可

能性があったりするため，学校現場において一人

ひとりに丁寧に向き合う必要性があり，評価懸念

が高い人に対して効果的な介入方法を見出すこと

に意義があるといえる。しかし，本研究ではその

ような意義が見出されたものの，評価懸念が高い

人に対しての効果的な介入方法が明らかになって

いない。以上のことより，登校回避感情を高める

ことや，その先の不登校を予防したり緩和したり

することが出来るような支援へと繋げるために，

評価懸念が高い人に対する効果的な介入方法を今

後検討する必要があると考えられる。

また，本研究では進学校である公立高校１校を

対象とした。大久保（2005）によると，進学率が

20％程度の困難校に比べて，進学率が90％を超え

る進学校の方が，学校生活における友人との関係

得点が有意に高かった。つまり，進学校は困難校

に比べて友人関係が学校生活に関係しているとい

える。藤原・河村（2014）も，進学校では学校生

活満足度において友人との関係，学習意欲，進路

意識が最も関連していることを明らかにしている。

これらのことから，進学校は友人関係を重要視す

るといえる。そして，藤原・河村（2019）のソー

シャルスキルについての研究によると，進学校は，

進路多様校や非進学校に比べて，能動的なかかわ

りや自己主張など，対人関係の形成に関連したか

かわりのスキルが高い上に，非進学校に比べて対

人関係や学校生活を送る上でのルールやマナーな

ど，対人関係の維持に関連した配慮のスキルが高

いことが明らかにされている。つまり，進学校の

生徒は対人関係を形成したり維持したりするよう

なソーシャルスキルが高いといえる。以上のこと

より，進学校では友人関係を重要視する上に，ソー

シャルスキルが高いため，本研究で対象にした進

学校では，どのような相手に対しても友人サポー

トが与えられやすく，同時に友人サポートが得ら

れていると感じることが出来た可能性があると考

えられる。それにより，評価懸念が高い人であっ

ても評価懸念が低い人と同等のサポートが得られ

た上に，登校回避感情の平均値が2.14と比較的低

かったのかもしれない。よって，今後の研究では

進学校だけでなく非進学校や進路多様校も研究対

象に加え，検討する必要がある。そうすることで，

高校生全体としての登校回避感情を検討すること

が出来る上に，学校の種類別での適切な介入方法

を検討することにも繋がるという点で意義がある

だろう。
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Abstract:

Thisstudy examined how feelingsregarding schoolavoidanceareaffected by concernsabout

evaluationsandsatisfactionwithsocialsupportfrom friends（“friendsupport”）.Wealsodiscussedhow

thesub-factorsofschoolavoidancefeelings,including“interpersonalisolationtendency”and“school

aversiontendency,”wereaffectedbyconcernsaboutevaluationsandfriendsupport,respectively.We

administered a questionnairesurvey to high schoolstudents（N＝235）.Theresultsindicated that

evaluationconcernsdidnotaffectfriendsupport.However,thesefactorsindependentlyaffectedschool

avoidancefeelings,suchthatevaluativeconcernsincreasedandfriendsupportdecreasedit.Weobtained

similarresultsconcerningthe“tendencytowardinterpersonalisolation”and“tendencytowardschool

aversion.Thesefindingsindicatethatstudentshaveschoolavoidancefeelingsifthey havehigh

evaluativeconcerns,eveniftheyhaveasimilarlevelofsupportfrom theirfriendsandpeers.Thisstudy

suggeststhatalatentgroupofstudentswithestablishedfriendshipswhoreceivesupportfrom their

surroundingsneverthelessexperiencefeelingsofschoolavoidance.

Keywords:schoolavoidancefeelings,school,friends,evaluativeconcern

Influenceofevaluationconcernsonschoolavoidanceemotions:

Focusingonsatisfactionwithfriends'socialsupport
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